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平成１９年茨城県内各港の港勢（速報）
めに

湾調査」は，統計法（昭和２２年３月２６日法律第１８号）に基づく港湾調査規則（昭

６年３月１０日運輸省令第１３号）により，調査対象港湾で取り扱われる貨物量につき，

及び各年を調査期間として行われるものです。

回の発表数値は，平成１９年１月から１２月までを調査期間とし，県内の重要港湾（鹿

，日立港，大洗港，常陸那珂港）について港湾課において取りまとめたものです。

お，この数値は速報値であり，数字の単位未満は四捨五入しているので，合計の数字と

の数字が一致しない場合があります。

の取扱貨物量

重要港湾（鹿島港，日立港，大洗港，常陸那珂港）計

扱貨物量 ８９，１１３千トン 外 貿 ４７，４８４千トン

(輸出 3,762千㌧ 輸入 43,722千㌧)

内 貿 ４１，６２８千トン

(移出 24,616千㌧ 移入 17,013千㌧)

共埠頭分 ２４，０２６千トン 外 貿 ２，４０５千トン

(輸出 391千㌧ 輸入 2,014千㌧)

内 貿 ２１，６２１千トン

(移出 10,630千㌧ 移入 10,991千㌧)

１９年における県内重要港湾の総取扱貨物量は８９，１１３千トンで，前年より８，０

トンの増となった。外貿が４７，４８４千トンで前年より４，５９８千トンの増，内貿

，６２８千トンで前年より３，４１９千トンの増であった。

について輸出入別にみると，輸出が３，７６２千トンで前年より４６千トンの増，輸入

３，７２２千トンで前年より４，５５３千トンの増となった。

について移出入別にみると，移出が２４，６１６千トンで前年より２，０４６千トンの

入が１７，０１３千トンで前年より１，３７２千トンの増となった。

埠頭における取扱貨物量は，前年より２，２４８千トン増の２４，０２６千トンとなっ

。



公共埠頭における外貿は２，４０５千トンと前年より３７８千トンの増，内貿が２１，６２

１千トンで前年より１，８７０千トンの増となっている。

外貿について輸出入別にみると，輸出が３９１千トンで前年より７０千トンの増，輸入が２，

０１４千トンで前年より３０８千トンの増であった。内貿について移出入別にみると，移出が

１０，６３０千トンで前年より１，０４２千トンの増，移入が１０，９９１千トンで８２８千

トンの増となった。

２ 鹿 島 港

総取扱貨物量 ６５，２１８千トン 外 貿 ４４，３４４千トン

(輸出 3,424千㌧ 輸入 40,920千㌧)

内 貿 ２０，８７３千トン

(移出 14,301千㌧ 移入 6,572千㌧)

うち公共埠頭分 ２，３２０千トン 外 貿 １，３２２千トン

(輸出 71千㌧ 輸入 1,251千㌧)

内 貿 ９９８千トン

(移出 381千㌧ 移入 617千トン)

平成１９年の総取扱貨物量は，前年より６，６９９千トン増の６５，２１８千トン（前年比

１１１．４％）であり，このうち外貿貨物量は４４，３４４千トンで前年より４，８７５千ト

ンの増（前年比１１２．４％），内貿貨物量は２０，８７３千トンで前年より１，８２４千ト

ンの増（前年比１０９．６％ ）であった。

外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より３３千トン減の３，４２４千トン（前年比９９．１％

）で，主要取扱品種は鋼材，化学薬品であった。輸入貨物量は前年より４，９０８千トン増の

４０，９２０千トン（前年比１１３．６％）で，主要取扱品種は鉄鉱石，原油であった。

内貿貨物のうち，移出貨物量は，前年より１，１１３千トン増の１４，３０１千トン（前年

比１０８．４％）で，主要取扱品種は鋼材，石油製品であった。移入貨物量は前年より７１１

千トン増の６，５７２千トン（前年比１１２．１％）で，主要取扱品種は石灰石，重油であっ

た。

鹿島港の総取扱貨物量のうち，公共埠頭における取扱貨物量は，前年より５８３千トン増の

２，３２０千トン（前年比１３３．５％）であり，このうち外貿貨物量は１，３２２千トンで

前年より３００千トンの増（前年比１２９．３％），内貿貨物量は９９８千トンで前年より２

８３千トンの増（前年比１３９．６％）であった。

外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より６千トン減の７１千トン（前年比９２．１％）で，

主要取扱品種は鋼材，鉄鋼であった。輸入貨物量は前年より３０６千トン増の１，２５１千ト



ン（前年比１３２．３％）で，主要取扱品種は動植物性製造飼肥料，非金属鉱物であった。

内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より１０７千トン増の３８１千トン（前年比１３９．０％）

で，主要取扱品種は鋼材，染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品であった。移入貨物量は

前年より１７６千トン増の６１７千トン（前年比１４０．０％）で，主要取扱品種は砂利・砂，

動植物性製造飼肥料であった。

３ 日 立 港

総取扱貨物量 ５，８３０千トン 外 貿 ６０２千トン

(輸出 31千㌧ 輸入 571千㌧)

内 貿 ５，２２８千トン

(移出 2,533千㌧ 移入 2,695千㌧)

内ｺﾝﾃﾅ貨物量 １６千トン 内 貿 １６千トン

(移出 4千㌧ 移入 12千㌧)

平成１９年の総取扱貨物量は，前年より６３４千トン増の５，８３０千トン（前年比１１２．

２％）であり，このうち外貿貨物量は６０２千トンで前年より１３千トンの増（前年比１０２．

３％），内貿貨物量は５，２２８千トンで前年より６２１千トンの増（前年比１１３．５％）

であった。

外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より１１千トン増の３１千トン（前年比１５２．４％）

で，主要取扱品種は非鉄金属，完成自動車であった。輸入貨物量は前年より３千トン増の５７

１千トン（前年比１００．５％）で，主要取扱品種は完成自動車，非金属鉱物であった。

内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より４２６千トン増の２，５３３千トン（前年比１２０．

２％）で，主要取扱品種は完成自動車，再利用資材であった。移入貨物量は前年より１９５千

トン増の２，６９５千トン（前年比１０７．８％）で，主要取扱品種は石油製品，完成自動車

であった。

日立港の総取扱貨物量のうち，コンテナの取扱貨物量は，前年より４４千トン減の１６千ト

ン（前年比２６．９％）であった。

また，コンテナの取扱個数は，２，８６８ＴＥＵ（前年比３４．０％）であった。

主なコンテナによる主要取扱品種は，移出で産業機械，再利用資材，移入で染料・塗料・合

成樹脂・その他化学工業品，化学肥料であった。



４ 大 洗 港

総取扱貨物量 １３，８４３千トン 内 貿 １３，８４３千トン

(移出 7,022千㌧ 移入 6,821千㌧)

内ﾌｪﾘｰ貨物量 １３，８１６千トン 内 貿 １３，８１６千トン

(移出 7,009千㌧ 移入 6,807千㌧)

平成１９年の総取扱貨物量は，前年より９１８千トン増の１３，８４３千トン（前年比１０

７．１％）であった。

内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より５０２千トン増の７，０２２千トン（前年比１０７．

７％），移入貨物量は前年より４１６千トン増の６，８２１千トン（前年比１０６．５％）で

あった。

大洗港の総取扱貨物量の９９．８％を占めるフェリー輸送貨物は，前年より９４３千トン増

の１３，８１６千トン（前年比１０７．３％）であった。

５ 常 陸 那 珂 港

総取扱貨物量 ４，２２３千トン 外 貿 ２，５３８千トン

(輸出 307千㌧ 輸入 2,231千㌧)

内 貿 １，６８４千トン

(移出 759千㌧ 移入 925千㌧)

内ｺﾝﾃﾅ貨物量 １０６千トン 外 貿 ７１千トン

(輸出 8千㌧ 輸入 63千㌧)

内 貿 ３６千トン

（移出 7千㌧ 移入 29千㌧）

平成１９年の総取扱貨物量は，前年より２３４千トン減の４，２２３千トン（前年比９４．

７％）であり，このうち外貿貨物量は２，５３８千トンで前年より２９０千トン減（前年比８

９．７％），内貿貨物量は１，６８４千トンで前年より５６千トンの増（前年比１０３．４％）

であった。

外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より６８千トン増の３０７千トン（前年比１２８．２％）

で，主要取扱品種は産業機械，完成自動車であった。輸入貨物量は前年より３５８千トン減の



２，２３１千トン（前年比８６．２％）で，主要取扱品種は石炭，非鉄金属であった。

内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より６千トン増の７５９千トン（前年比１００．８％）

で，主要取扱品種は完成自動車，製造食品であった。移入貨物量は前年より５０千トン増の９

２５千トン（前年比１０５．７％）で，主要取扱品種は完成自動車，紙・パルプであった。

常陸那珂港の総取扱貨物量のうち，コンテナによる取扱貨物量は，前年と同額の１０６千ト

ンであり，外貿コンテナが前年より３２千トン減の７１千トン（前年比６８．９％），内貿コ

ンテナは３６千トンである。

また，コンテナの取扱個数は１９，４４０ＴＥＵ（前年比１２０．１％）であった。

主なコンテナによる取扱品種は，輸出で染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品，非鉄金

属，輸入で紙・パルプ，非金属鉱物で，移出で産業機械，再利用資材，移入で染料・塗料・合

成樹脂・その他化学工業品，紙・パルプであった。


